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3月7日の国内株式市場の下落について
ウクライナ情勢の影響による原油価格の急騰を嫌気

1/1

2022年3月7日

ロシア産原油禁輸観測で原油価格急騰、景気への悪影響を懸念

3月7日の国内株式市場は、日経平均株価が2.94％下落、TOPIXが2.76％下落しました。先週末は欧州

最大級とされるウクライナのザポリージャ原発をロシアが攻撃したことで、独・仏株式が4～5％下落する

など先行き不透明感が高まっていました。その後、ブリンケン米国務長官がロシア産原油の禁輸検討を表

明すると、週明けの日本時間朝方に、WTI原油先物価格（第1限月）は一時1バレル130米ドル台をつけ、

S&P500指数先物（Eミニ・第1限月）は先週末比1.5％程度下落しました。国内株式市場も取引開始直後

から大きく下落し、終日安値圏で推移しました。混沌とするウクライナ情勢が引き続き投資家のリスク回

避姿勢を強めていることに加え、原油価格高騰による景気への悪影響が懸念されたとみられます。

今後のウクライナ情勢は予測しがたい状況です。ただ、ロシアが攻勢を一段と強めている背景には、長

期戦を避けたいという意図があると推測されます。なぜなら、時間の経過とともに対ロ制裁の効果が表れ、

ロシア国民の生活に支障が生じれば、国内から政権批判が生じかねないからです。したがって、人的被害

を抑制したいウクライナとともに、双方が短期的に停戦に合意するインセンティブを持っているとは言え

そうです。しかし、双方の掲げる停戦の条件に歩み寄りはみられておらず、また仲介者もいない現状では、

合意が近いとは到底言えません。目先は、対ロ制裁が効果を表し始め、ロシアが停戦交渉に本腰を入れざ

るを得なくなる状況を待つ段階と考えられます。

（出所）ブルームバーグ

※WTI原油先物価格は第1限月

（2021年1月初～2022年3月4日）

米国株価指数と原油価格国内株価指数

（出所）ブルームバーグ

（2021年1月初～2022年3月7日）（円） （米ドル／バレル）
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